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校友会の設立30周年を祝して、平成12年11月5日、
都ホテル大阪で記念式典が開かれました。
会場には大阪交通短大時代の大先輩から平成卒業の若者まで
1,000人を超す会員とその家族が集いました。
美内照男副会長の開会宣言で幕を開けた式典は、
池田義隆会長の式辞、大植義夫副会長からの
記念事業報告と進行し、その後、来賓祝辞、寄贈目録、
感謝状と記念品の贈呈が行われました。
設立以来最大規模となった式典は、
なごやかな中にもおごそかな雰囲気をただよわせ、
最後は、司会の光岡明弘副会長の
堂々とした宣言をもって閉会しました。

校友会の設立30周年を祝して、平成12年11月5日、
都ホテル大阪で記念式典が開かれました。
会場には大阪交通短大時代の大先輩から平成卒業の若者まで
1,000人を超す会員とその家族が集いました。
美内照男副会長の開会宣言で幕を開けた式典は、
池田義隆会長の式辞、大植義夫副会長からの
記念事業報告と進行し、その後、来賓祝辞、寄贈目録、
感謝状と記念品の贈呈が行われました。
設立以来最大規模となった式典は、
なごやかな中にもおごそかな雰囲気をただよわせ、
最後は、司会の光岡明弘副会長の
堂々とした宣言をもって閉会しました。

校友会が、平成12年に
設立30周年を迎えました
（現在正会員約5万3千人）

約1,000人が集い、
30年の軌跡を確かめる

式辞をのべる池田義隆会長
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●『記念誌』は、無料です。ご希望の方は同封のハガキをご返送ください。�
�

『大阪産業大学校友会・設立30周年記念誌』�
▽内　容…写真で見る校友会30年の歩み、活躍する校友インタビュー、
　　　　　マンガ『校友会誕生物語』、記念事業・式典の記録ほか�
▽仕　様…A4判、60P（表紙含む）、オールカラー、並製本�
▽発　行…平成13年3月21日　（限定5000部発行）�
▽料　金…無　料（税、送料とも校友会が負担します）　�

『大阪産業大学校友会・設立30周年記念誌』発刊のご案内�

『記念誌』がいよいよ発刊されます。�

予約残部まだ多少ございますので、ご希望の方は4月末までに�

お申し込みください（先着順とさせていただきます）。�

官製ハガキ、電話、FAX、E-mailでも結構です。�

※記念誌は発刊後（平成13年4月頃）直送いたします。�

締め切り／4月末�
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第2回校友会総会後の記念撮影（昭和46年11月21日）

※キャプションの肩書は当時のもの

当時大学は、全学自治会がストを敢行するなど学園紛争の

只中にありました。そんな状況下の昭和45年1月、大阪産

業大学校友会が発足し、初代会長に堀川孝氏が就任しまし

た。同年11月の第1回総会の開催を皮切りに、昭和48年に

は第１号の支部を岡山県に設立、昭和50年大学の総合体育

館に緞帳を寄贈するなど、紛糾する大学を支えつつ、激動

の時代に第一歩を踏み出しました。

1970
1975
1970
1975

●昭和45年

●昭和50年

総会など会合の会場には必
ず掲げられていた校友会旗

第4回校友会総会（昭
和48年11月25日・大
阪リバーサイドホテル）
（左）校友会事業の経
過報告をする石川信
男副会長
（右）来賓の挨拶をす
る木平孝男学長

支部第一号の岡山県支部 職域支部第一号の大学支部 香川県支部

● こ の 時 期 に 設 立 さ れ た 支 部

大阪産業大学校友会報創刊号。横
書スタイルの是非でもめた題字は
上芝弘氏

初代校友会会長　堀川 孝

校友会が寄贈した緞帳

昭和50年に竣工した総合体育館

四年制大学設立当時の校舎全景（昭和41年頃）

正門からの構内風景 当時の正門門柱

□□□□□□□□
□○□□□□□□
□□□○□□□□
□□□□□○□□
□□□□□□□○
□□□□□□□□
□○□□□□□□

１月 大阪産業大学校友会発足

初代会長に堀川孝氏就任

６月 全学自治会スト、学園紛争

11月 第１回総会（大阪産業大学５号館）

11月 第２回総会（大阪産業大学５号館）

２月 岡山県支部設立

11月 校友会報の創刊

11月 第４回総会（大阪リバーサイドホテル）

12月 生駒・竜間校地第一次買収

３月 大学総合体育館竣工

３月 総合体育館の緞帳を寄贈

４月 学校法人大阪産業大学に改称し、

法人本部を大東市に移転

11月 第６回総会（大阪リバーサイドホテル）

11月 大学支部設立

■1971年 ●昭和46年

11月 第３回総会（大阪弥生会館）

■1972年 ●昭和47年

■1973年 ●昭和48年

８月 香川県支部設立

11月 第５回総会（大阪リバーサイドホテル）

■1974年 ●昭和49年

■1975年 ●昭和50年

■1970年 ●昭和45年

※黒字は校友会の事項、青字は大学の事項です。
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多彩な方面で活躍する卒業生
その筆頭文珍師匠が語る

式典に続いて、大阪産業大学の卒業生である桂文珍師匠の講演が行われました。
「落語的学問のすすめ」と題された講演は、まさに「語りのプロ」に
ふさわしい内容。師匠自身の学生時代の思い出話や、現在複数の大学で
教鞭をとられる師匠の教師としての
エピソードがユーモアたっぷりに
語られる中で、人と人とのつながり、特に
共に笑いあうことの大切さが説かれました。
絶妙な語り口に会場は笑いの渦に包まれ、
何度も拍手が送られました。
出席者は大いに楽しみながらも、最後には、
旧友との親交を温めるこの日の意味を
改めて考え直したのでした。

受付風景

司会の
光岡明弘副会長と
甘利博子代議員

校友会発展に尽力してきた役員たち。感慨もひとしお

巧みな話芸と表情で
聴衆を魅了した桂文珍師匠

話に引き込まれ破顔一笑



講演会の後は、校友会祝賀パーティに合わせて、
歯科衛生士学院・産大附属高校・大阪桐蔭高校各同窓会の協賛を得て、
大阪産業大学合同同窓会懇親パーティとなりました。
歯科衛生士学院同窓会の大村則子会長の音頭で
祝杯があげられると、出席者はそれぞれに懐かしい友と
酒を酌み交わし、記念写真を撮ったりして旧交を温めました。
舞台では、安来節、阿波踊り、また大産大生の
チアリーディングチームによる演技や吹奏楽演奏も
披露され、福引抽選会で会場の盛り上がりは最高潮に。
当選者の歓声が響くなか、
パーティは大盛況のうちに幕を閉じました。
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共に飲み、思い出を語って
校友の絆を深める

会場の外では
茶道・華道部による
呈茶が行われた

料理もお酒も
またたく間に
売り切れる盛況ぶり

韓国総同門会

大阪市支部



5

校友会設立30周年と大学創立72周年の共同記念事業として、
学園・大学及び後援会の協賛を得て、ソーラーカーをイメージした
「環境サイエンス号」を制作、平成12年10月8日の
御堂筋パレード2000に参加しました。当日は、河内屋菊水丸師匠が
みずから作詞された「産大音頭」を熱唱。
それに合わせてはっぴ姿の校友会員がパラパラを踊るという
行進スタイルで、沿道の注目を集めました。
そのユニークな行進は審査員にも評価され、創造賞を受賞しました。

★記念広場

校友会設立30周年記念
その他の事業内容

★支部活動助成

植樹・モニュメント・ベンチ
設置などを学園と協議中。

30周年を記念し、支部に特別
助成を行い、活発な活動と活性
化をうながす。

大産大の「環境サイエンス号」、御堂筋を駆け抜ける

フロート上で熱唱する河内屋菊水丸氏

産大音頭とパラパラで
ひときわ華やかな産大フロート
「環境サイエンス号」

各世代がそれぞれに
旧交を温めあった

パーティの華、
チアリーディングチームの演技

恒例の福引抽選。
右は笑福亭三喬師匠



◆第47回代議員会報告
第47回代議員会は平成13年2月17日（土）

大阪北区の東洋ホテルにおいて、全国から88

名の役員が出席して行われました。

司会は幹事の今村彰隆氏。はじめに池田会

長が挨拶として「昨年より取り組んでいる校

友会設立30周年記念事業も8つのうち5つま

で終了し、進行中の事業も含め、各位のご尽

力で成功裡に終わる見込みだ」と述べられ、

さらに「支部の活性化について支部が存在し

ない会員のために地域の再編成や新規設立を

積極的に進めたい。また、卒業生のために制

度化していただいた子女入学特典制度をもっ

と活用してほしい」などと訴えられました。

議事に入るにあたり議長団の選出があり、

議長に幹事の石田秀雄氏（S44短自）、副議長

に長崎県支部長の吉野由喜男氏（S45機械）

が選ばれました。議事は、①活動報告（中山副

会長）、②平成13年度予算案説明（高見副会

長）、③校友会設立30周年記念事業中間報告

（美内副会長）でありました。内容について質

疑応答が行われ、全員拍手で承認されました。

終了後、学園の中山英明常務理事・事務局

長が校友会に対してお礼を述べ、続いて学

園・大学の現状とその環境についての詳しい

報告がされました。

お話の中で「教員も職員もこれまでの延長

線ではなく、学生の側に立った改革に取り組

んでおり、必ず実現させる。少子化が主原因

となる受験生の減少は年々厳しさを増してい

る。ぜひとも校友会員の力を貸していただき

たい」と強く要請がありました。
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平成13年度入試（平成12年11月～13年3月）にお

いて、以下2点の特典制度が実施されました。

① 校友会正会員（卒業生）の子女（子供・兄弟姉妹）が本

学を受験するとき、手続きをすれば子女１名につき１

回に限り、受験料を免除。

②「卒業生子女特別入学試験」が新設。募集定員は経営学

部／流通学科5名、経済学部／経済学科3名、同／国際

経済学科3名の計11名でした。

校友会正会員子女の入学特典制度について

フリーダイヤル

FAX 072－875－0398

◆お問い合わせは、校友会事務局まで

◆第46回代議員会報告
平成12年11月4日（土）ホテルセイリュウ

にて、第46回代議員会は支部長会に引続き開

催され、全国の構成メンバー147名のうち

106名が出席しました。

司会は幹事の今村彰隆氏（Ｓ55交機）。始

めに池田会長の挨拶があり、本年最大の行事

「校友会設立30周年記念事業」の8事業につ

いて進行状況の報告が行われました。

議事に入るにあたり議長団を選出、議長に

幹事の奥本光春氏（Ｓ40交短自Ⅱ）、副議長

に代議員で大阪北河内支部支部長の金井章氏

（Ｓ49経営）が選ばれました。

議事として、①平成11年度事業報告（光岡

副会長）、②同会計報告（高見副会長）、③同

会計監査報告（表会計監事）が行われました。

出席者から活発な質問や提言があり、それに

対して執行部が誠意をもって応答や説明をし、

全員拍手をもって承認されました。

終了後「校友会員 露口雅史氏（Ｈ3土木）

を生還させる会」の代表、中住直義氏（Ｈ2

土木）、安井氏（Ｈ2土木）から9月にアメリ

カ出張中の露口雅史氏が「重症膵臓壊死」と

いう大病を患い、治療にかかる莫大な費用を

集めるため、救済カンパの嘆願がありました。

出席者の任意によりカンパを実施しました。

◆第14回支部長会
支部長会は第46回代議員会の前に開催され

ました。今回は、2月の代議員会が日帰りと

なるため、秋の代議員会前の開催となり、34

支部のうち31支部から、支部長または代理者

が参加されました。

冒頭、平成12年度に新しく結成された支部

の紹介があり、韓国総同門会（韓国支部）の

玄雄鍾支部長、大阪市支部の前田憲治支部顧

問が挨拶をされ、支部長を交代した支部や、

初参加の台湾校友会（台湾支部）張明 支部

長についても紹介が行われました。

会議は、校友会設立30周年記念事業に関す

る話題を中心に、①各支部の皆さんにご協力

をいただいたお陰で記念式典が盛大になりそ

うであること、②活発に支部活動を行ってお

られる支部に対する表彰基準、③記念誌への

寄稿依頼、④支部総会への特別助成、⑤各支

部のホームページ作成などについて、活発な

議論が展開されました。

総会・代議員会報告

0120－84－3040

平成14年度入試（平成13年11月～14年3月）の内

容が決まるのは5月になる予定です。詳細は10月発行予

定の会報61号に掲載いたします。早くお知りになりたい

方は校友会事務室までお問い合わせください。決まり次

第ご連絡します。

（担当：福田）

休息後、校友会員 笑福亭三喬さん（本名：

井田達夫Ｓ57交機）、弟子 笑福亭喬若さん

（本名：木谷亮一Ｈ9経済）両氏出演で落語会

を行いました。三喬氏は昨年7月23日に初の

独演会を開かれ、上方落語会でも活躍中です。

校友会から母校のロゴ「OSU」入りの着物を

贈呈したことから、そのお礼の意味をこめて

出演していただいたものです。
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収 入 の 部 �一 般 管 理 費 � 事 業 費 � （単位：千円）�

（単位：千円）�

（単位：円）�（単位：円）�

� 総 務 部 �運 営 部 �編 集 部 �支 部 推 進 部 �合 計

前 期 繰 越 金 � � � � � �

校 友 会 費 � 93,000 � � � 93,000

会 費 収 入 � 45 1,060 � � 1,105

雑 収 入 � 50 200 � � 250

合 計 �93,095 1,260 � � 94,355

支 出 の 部 �一 般 管 理 費 � 事 業 費 �

� 総 務 部 �運 営 部 �編 集 部 �支 部 推 進 部 �合 計

会 議 費 � 3,360 2,970 580 1,680 8,590

総 会 費 � � 7,200 � � 7,200

通 信 費 � 700 110 � 30 840

印 刷 費 � 270 320 � 150 740

会 報 費 � � � 16,665 � 16,665

備 品 費 � 2,500 � � � 2,500

旅 費 交 通 費 � 1,190 3,280 540 2,860 7,870

慶 弔 費 � 1,000 � � � 1,000

消 耗 品 費 � 400 � � � 400

会 員 名 簿 費 � � � 3,814 � 3,814

記 念 品 費 � � 6,700 � 210 6,910

助 成 金 � � 3,000 � 7,174 10,174

広 報 費 � � � � 100 100

人 件 費 � 2,500 � � � 2,500

雑 費 �500 50 50 50 650

賃 借 費 � 600 � � � 600

福 利 費 � 160 � � � 160� � � � 0

引 越 費 � 500 � � � 500

予 備 費 � 3,142 � � � 3,142

小 計 �16,822 23,630 21,649 12,254 74,355

合 計 �36,822 23,630 21,649 12,254 94,355

● 一 般 会 計�

収入の部�

平成11年度繰越金� 312,454,753

平成12年度繰入金（11年度一般会計剰余金）� 20,466,470

平成12年度繰入金（12年度一般会計資金より）� 20,000,000

校友会設立30周年記念事業支出（12年度）� △55,000,000

平成12年度受取利息（見込み）� 1,330,000

平成13年度繰入金（12年度一般会計剰余金見込み）� 6,000,000

平成13年度繰入金（13年度予算より）� 20,000,000

平成13年度受取利息（見込み）� 1,320,000

合　　　　　　計� 326,571,223

支出の部�

� 0
� �

� �

� �

� �

� �

合　　　　　　計�

平成14年3月31日現在残高（予定）�

0

326,571,223

● 特 別 会 計（財政安定化基金）�

特別会計へ繰入� 20,000 � � � 20,000

◆平成13年度予算（H13.4.1～H14.3.31)

校友会活動報告�（H12.9.1～H13.1.31）�

●平成12年
9月2日(土) 大阪市支部設立総会（全日空ホテル）

神戸市支部総会
（神戸ハーバーランド・ニューオータニ）

3日(日) 香川県支部総会
（ホテルニューフロンティア）
大阪北河内支部総会
（寝屋川トレンドホテル）

6日(水) 第11回校友会親睦ゴルフ大会
（アークよかわゴルフ倶楽部）

9日(土) 30周年記念事業実行委員会
（ホテルエコーオーサカ）

15日(金) 会報「凡友」59号発行
23日(土) 京都府支部総会（京都タワーホテル）

10月1日(日) 大阪中・南河内支部総会
（サンヒル柏原）

5日(木) 学園合同同窓会
懇親パーティ推進委員会
（ホテルエコーオーサカ）

8日(日) 大阪御堂筋パレード出場
11日(水) 30周年記念式典担当部会

（都ホテル大阪）
14日(土) 宮崎県支部総会

（ふるさと料理「杉の子」）
21日(土) 高知県支部総会（高知新阪急ホテル）

岡山県支部総会（津山雅城閣）

10月22日(日) 兵庫県但馬支部総会
（湯村温泉ホテル朝野家）
埼玉県支部総会
（アクアライン・袖ヶ浦公園ツアー）

28日(土) 幹事会（ホテルセイリュウ）
広島県支部総会
（ホテルセンチュリー21）

11月4日(土) 第14回支部長会（ホテルセイリュウ）
第46回代議員会（ホテルセイリュウ）
関東支部総会（品川プリンスホテル）

5日(日) 校友会設立30周年祝賀会
（兼）学園合同同窓会懇親パーティ
（都ホテル大阪）

9日(木) 30周年記念誌部会（校友会事務室）
11日(土) 鹿児島県支部総会（鹿児島東急イン）
25日(土) 徳島県支部総会

（ホテルクレメント徳島）
27日(月) 支部推進部会（校友会事務室）

12月2日(土) 幹事会（梅田サテライト）
18日(月) 編集部会（校友会事務室）

●平成13年
1月13日(土) 正副会長会（梅田サテライト）

幹事会（梅田サテライト）
20日(土) 大学支部総会（東天紅OMM店）
28日(日) 和歌山県支部総会（和歌山東急イン）

ハイレベルの技術力を証明する「技術士補（技術

士）」の資格取得に挑戦してみませんか？これはわ

が国最高ランクに位置するライセンスであり、世

界に通用する資格です。

国際的な技術力の証明切符を手に入れるには、

技術士への第一関門として義務化されている「技

術士補」に合格する必要があります。本学は日本

全国の大学に先駆けて、4月から「技術士補」資格

講座を開講いたします。どうぞ本コースに乗り遅

れないように、ぜひご参加ください。合格の栄冠

を勝ち取っていただくようご案内申し上げます。

◇開講期間

4月28日(土) ～ 9月29日(土) 土曜日のみ開講

◇開講部門

①機械部門　②建設(土木)部門　③電気電子部門　

④情報工学部門

◇実施場所　　　大阪産業大学　5号館

◇受講費用　　　60,000円（教材費別）

◇申込締切　　　4月16日(月)

◇第一次試験日　10月7日(日) 

専門科目のみ・選択する１技術部門の基礎知識

と専門知識のテスト＝3時間(4年生大学の理科系統

の課程を卒業した者は、共通科目の試験を免除さ

れるため)

■技術士試験とは？
第一次と第二次があります。第一次試験は「技

術士補」になるための試験。誰でも受験できます。

第二次試験は「技術士」になるための試験。「技術

士補」として技術士を補助した期間が４年超の方

が受験できます。

〔資格講座のご案内〕
技術者の道を歩んでおられる
校友会員の皆様へ！！

実力主義の21世紀にダントツ有利な資格

「技術士補（技術士）」
講座開講のお知らせ

ガス溶接技能講習会は1981年の開講以来、

6,387人の受講修了者を輩出し、現在はエクステ

ンションセンターがその運営にあたっています。

このたび、最近の労働災害の頻繁な勃発に鑑み、

当ガス溶接技能講習を管轄している大阪労働局か

ら、安全教育の徹底と最近の溶接技能に関する講

習を実施するように要望がありました。

そこで、大阪産業大学としては、この機会にガ

ス溶接技能講習の補講を実施して、皆さま方のガ

ス溶接技能に関する、新しい知識の習得と安全意

識の徹底を図っていただきたく、ぜひご出席くだ

さるようお願い申し上げます。

なお、当講習会の受講修了者には補講終了印の

押印を差し上げます。

◇日時　　平成13年5月以降の日曜日に実施予定

◇受講費　無料

◇場所等、詳細は受講対象者に別途ご連絡いたし

ます。

ガス溶接技能講習
補講のご案内

※受講希望者は大阪産業大学エクステンションセンター
までご一報ください。Tel.072-875-3001（大代表）

※受講希望者は大阪産業大学エクステンションセンター
までご一報ください。申込書と振込用紙をお送りいた
します。Tel.072-875-3001（大代表）



学園便り!
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平成12年8月7日に、大阪商工会議所の紹

介で、カリフォルニア州立大学ポモナ校（ロ

サンゼルス）とビジネス・インキュベータ

（ベンチャー企業育成事業）に関する協定を締

結しました。

ビジネス・インキュベータは、商品および

産業の二ーズはあるが、これを商品化もしく

は産業化するための手法が欠落している場合、

その二ーズの展開可能性を評価判断し、可能

性が確認されれば、必要な周辺技術(ファイナ

ンス、マーケティング、ITなど)をサポート提

供し、商品化・産業化に向けて実動化させよ

うとするものです。

協定の内容は、ポモナ校が本学の産業研究

所にビジネスの研究技術を伝授し、相互地域

での新しいビジネス展開の支援を行います。

一方、本学は大阪の企業にポモナ校のテクノ

ロジーセンターを紹介します。双方は、本学

のOSULAエデュケーションセンターを企業研

修の場として活用し、両大学のビジネス・イ

ンキュベーション・プログラム（新規産業創

出の技法）を通じて、日米の企業が連携と協

力を行うことを支援します。

ポモナ校は特にIT分野の研究が進んでいて、

日本を代表する企業6社15人がラボに入居さ

れています。研究所はNASA情報センター、

ハイテク技術センターなどを設置し、現在イン

キュベーションセンターの増設を計画中です。

校友の皆さまもぜひご利用ください。

■カリフォルニア州立大学ポモナ校と
ビジネス・インキュベータに関する
協議締結

ノーベル賞受賞者を囲むフォーラム『21世

紀の創造』―国際協力とNGO―が11月17日

に総合体育館にて、本学とNHK及び読売新聞

の主催、外務省、文部省、科学技術省の後援、

トヨタ自動車、日本IBM、日本航空、清水建

設の協賛で開催されました。

このフォーラムは、1999年ノーベル平和

賞を受賞した「国境なき医師団」元フランス

会長のロニー・ブローマン氏の基調講演とロ

ニー・ブローマン氏、イーデス・ハンソンさん

（アムネスティ・インターナショナル日本支部

副理事長、板東慧氏（本学経済学部教授）、小

山内美江子さん（脚本家でJHP学校をつくる会

代表）、オユンナさん（歌手でモンゴルのスト

リートチルドレンの援助活動家）をパネリス

トとして迎え、平野次郎氏（NHK解説者）の

コーディネートで、パネルディスカッション

が行われました。

基調講演でブローマン氏は、開発援助型か

ら人道的援助型へと発展してきた国際協力の

変遷を紹介。「NGOの活動分野が飛躍的に拡

大することにより、国連や政府に利用されな

いよう、自立と独自性が必要で公の場で議論

しなければいけない」と訴えられました。

パネルディスカッションで、ハンソンさん

は「NGO活動は援助を受ける相手の立場で考

える想像力が大切」と、板東教授は「経済活

動はボーダーレスになった。NGO活動も企業

単位と個人レベルで考えなければならない」

と指摘、小山内さんは「若者は国境を越え共

に生きることを学びとってほしい。20世紀は

戦争の世紀、21世紀は共生の世紀」と呼びか

け、オユンナさんは「命の尊さ、人が人を助

ける大切さを伝えていきたい」とディスカッ

ションされました。

このフォーラムには、学生や一般市民など

約1,400人が参加しました。

平成12年12月21日付けで、文部大臣よ

り人間環境学部文化環境学科と都市環境学

科の2学科および大学院経済学研究科現代経

済システム専攻（博士前期課程）の設置が

認可されました。

文化環境学科は、人間とその文化のあり

方に対して心身の健全なあり方とは何か、

人間環境の保全とは何を意味するのかを総

合科学的な立場に立って教育と研究を進め

ます。都市環境学科は、我が国の社会・経

済・文化活動の大半は都市を中心に営まれ

ている状況を踏まえ、人間－都市生活－都

市環境の系として成り立っている都市的事

象の要素、規定要因、構造を理解し、その

上に立ってそれぞれのあり方と人間的、文

平成12年12月12日、株

式会社オーエスユーが設

立されました。資本金は

1,000万円、うち学校

法人が49％、教養部の山

田修教授が51％の出資で、

代表取締役に山田教授が就任されました。

大学に蓄えられた特許や技術を使い、研

究者のベンチャー企業設立の支援や大学内

での起業ノウハウの蓄積、学生のインターン

シップへの利用、学生の起業精神の育成等を

念頭に置いて設立されました。

この会社は大学と山田教授が持つ特許「高

圧反応性ガス型燃焼合成」と「テルミット型

燃焼合成」を生かし、チタンやアルミ等を燃

焼合成することにより新素材粉末を製造しま

す。この技術により従来の製造方法に比べ５

分の１程度に製造原価が抑えられ、少量多品

種にも対応できます。

■株式会社オーエスユー 設立

化的でアメニティに満ちた生活を送る道筋を

示します。養成する人材像として「人間環境

に関するゼネラリスト」「社会常識としての環

境教育ではなく、職能に活かせる実践的判断

能力を持った人材（スペシャリスト）」です。

入学定員は各学科150人の計300人です。

また、大学院経済学研究科現代経済システ

ム専攻（博士前期課程）の増設も認可されま

した。

専攻の特色は、高度化、複合化する今日の

産業社会を考察の対象として、そのシステム

を解明する総合的な研究体系を確立すること

にあります。従来からニーズの高かった税理

士、公認会計士、情報処理関連の資格取得希

望者への受け入れ体制はさらに強化されます。

■人間環境学部と大学院経済学研究科に新専攻が認可

■ノーベル賞受賞者を囲むフォーラム
「21世紀の創造」を開設



◆平成13年度入試状況

センター試験利用入試�
募集人員�志願者数�合格者数�競 争 率 �

人間環境学部公募推薦入試� 一般前期入試�
学部・学科�

項目�
募集人員�志願者数�合格者数�競 争 率 �

人 間 環 境 学 部 �
文 化 環 境 学 科 �
都 市 環 境 学 科 �
計�

募集人員�志願者数�合格者数�競 争 率 �

経 営 学 部 �
経 営 学 科 �

短 期 大 学 部 �自 動 車 工 学 科 �

流 通 学 科 �
計�

経 済 学 部 �
経 済 学 科 �
国 際 経 済 学 科 �
計�

機 械 �
工学科�

交通機械�
工 学 科 �

昼間コース�
夜間主コース�
昼間コース�
夜間主コース�

土 木 工 学 科 �
電気電子工学科�
情報システム工学科�

工 学 部 �

環境デザイン学科�
計�

合 計 �

※一般前期入試の機械・交通機械工学科の夜間主コースの合格者は昼間コースの第2志望合格者を含んでおります�

 65 176 125 1.4�
 65 180 125 1.4�
 130 356 250 1.4�
     98 623 169 3.69 15 157 54 2.91�
     71 269 114 2.36 13 149 35 4.26�
     169 892 283 3.15 28 306 89 3.44�
     97 624 231 2.70 16 179 109 1.64�
     68 189 86 2.20 13 85 46 1.85�
     165 813 317 2.56 29 264 155 1.70�
     42 345 71 4.86 6 123 30 4.10�
     29 15 111�
     55 271 117 2.32 7 123 32 3.84�
     50 32 76�
      40 144 104 1.38 6 71 60 1.18�
     41 257 93 2.76 6 136 44 3.09�
     41 349 100 3.49 6 147 32 4.59�
     39 226 90 2.51  6 104 34 3.06�
         337 1,639 762 2.15 37 704 232 3.03�
     35 106 52 2.04�
 130 356 250 1.4 706 3,450 1,414 2.44 94 2,548 952 2.68

1）講義科目

①アジアビジネス・クラスター（科目群）

アジアの政治・経済の現状や、アジアにおけ

る日本企業の活動の実態を解説。

②ｅ-コマース・クラスター

I Tやデジタル・エコノミーについて講義。

③ファイナンス・クラスター

ファイナンスの仕組みを徹底的に学習。

④マネージメント・クラスター

最新の経営理論で企業の構造を検証。

⑤タックス・アカウンティング・クラスター

税理士資格の取得をめざす人のための科目。

⑥経済理論クラスター

経済学の基礎知識をていねいに教授。

2）演習科目（演習Ⅰ・演習Ⅱ）

指導教員の指導のもと、修士論文の草稿を

報告し、完成に向けて教員と議論を重ねます。
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大阪駅前第4ビルの22階にある大阪産業大

学梅田サテライトで、2001年4月から、社会

人対象の大学院経済学研究科アジア地域経済

専攻（博士前期課程）のサテライトコースがス

タートします。

同コースの講義は夜6時から9時10分まで。

近郊で勤めているビジネスマンの方も、仕事

帰りに講義を受ければ、最短1年で修士（経済

学）の学位を取得することも可能です。

大学院では将来性の高い分野の科目を設置。

キャリアアップ、転職を計画中の方はもちろ

ん、税理士などの資格取得を考えている方に

もぴったりのコース内容になっています。

①月～金まで、毎日18:00～19:30、

19:40～21:10の2コマの講義を開

講。毎週10コマ、1年間で20科目、

40単位が習得できるようになってい

ます（ただし、集中で講義が行われ

る科目もあり）。

②卒業に必要な単位は必修科目の演

習Ⅰ、Ⅱ（合計8単位）を含めて30単

位。各科目は演習を除いて半期で2単

位なので、卒業には演習以外に11科

目の単位を修得することが必要です。

③修了のためには修士論文を完成さ

せなければなりません。大学院生は

修士論文の完成をめざして、演習の

指導教員と相談しながら執筆を進め

ていきます。大学院の指導教員はサ

テライトコースの演習担当教員のな

かから選択できます。

平成13年度の大学・短期大学部の一般前期

入試、ならびに来年度開設される人間環境学

部の一般一次入試が1月28日（日）から2月4

日（日）にかけて、本学をはじめ全国12会場で

行われました。

■大学・短期大学部
平成13年度入試状況

■大学院経済学研究科 アジア地域経済専攻
梅田サテライトコースのご紹介

LECTURES カリキュラムの内容

一般前期入学試験の志願者総数は、前年度

比24.7％減の3,450人。大学入試センター利

用入試の志願者総数は前年度比25.5％減の

1,274人。また、本年4月に開設される人間

環境学部の総志願者数は356人となりました。



香川県支部

9/3（日）ホテルニューフロンティアで開催
現在高松駅周辺は「サンポート高松」とし

て新しく生まれ変わろうとしています。明石

海峡大橋ができたということから、高松市も

生き残りをかけての事業だ、と活性化に期待

しています。

総会の出席者は橋本顧問をはじめ26名。校

友会本部からは、いつも奥様ご同伴でとても

仲のよい光岡副会長と、悪友バッカス君の手

から逃れられない高見副会長のご出席をいた

だきました。

長田支部長のご挨拶の後、副会長より大学

ならびに校友会活動の近況報告、30周年記念

事業などについての説明がありましたが、全

員ロバの耳状態。一言も聞きもらすまいと神

経を集中させました。続いて出席者の紹介、

新役員の発表が行われ、新事務局長として前

川宗正氏が梅木氏に代わり、副支部長に大久

保一志氏が選出され承認されました。次に懇

親会に移り、ビールを最初に造った人に感謝

しつつ乾杯。後は学生時代にタイムスリップ

し、中垣内や変電所は変わっていない、外環周

辺はものすごく変化している、などと時代の

移り変わりについて談笑。龍宮にいる浦島太

郎を現実の世界に引き戻すのは、やはり今回

も梅木氏でした。「もうお開き、終わり終わり。

次は香川名物、うどんを食いに行くぞ！」と

いうことで、屋島の四国村へ。たらいうどん

を皆でつつき、腹が裂けるほど満悦しました。

梅木事務局長30年間ありがとう。ごくろう

さん。 （支部長　長田恒久）

大阪市支部

9/2（土）大阪全日空ホテルで開催
大阪市内にはこれまで「大阪市北支部」が

ありましたが、校友会設立30周年という記念

すべき年に、有志諸氏の熱心な働きにより大

阪市支部として発展させることができました。

大阪市全域をカバーする新しい支部（支部

長：美内照男S44機械、会員数4,200名）が

結成されたことは、大変光栄なことだと思っ

ております。

支部結成にあたっては「何のために」また

「何をするための支部か」ということが発起人

の共通の疑問であり、一番の問題でした。

そこでまず支部規約の制定後、支部活動の

内容について議論を重ね、その内容を実施す

るために支部長をトップとして4つの専門部

（総務、会計、企画・運営、編集）を設け、役

員を配置しました。大阪市支部の活動内容に

ついては支部会員を対象とした活動（リクリ

エーション・文化活動）と現役学生を対象と

した活動（大学に近いメリットを生かす）の

2つの柱から成り立っています。

まだようやく支部を結成したところで、活

動するにも活動費がままならず、いろんな提

案は出ていますが具体的な活動には至ってい

ません。しかし、1人でも多くの会員に参加

していただけるような企画を実施していきた

いと考えています。今後ともご支援ご鞭撻を

お願い申し上げます。 （副支部長　岡 護）
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神戸市支部

第5回総会には、本部から2名（加門副会

長・今村幹事）、支部から33名の合計35名の

参加を得ました。

本年は校友会設立30周年の記念すべき年で

もあり、また、今回の総会では初参加者が約3

分の2を占め、20歳代・30歳代といった若い

会員にもご参加をいただき、新しい意見も多

く聞くことができましたので非常に良かった

と思います。そんななかで、今総会では新し

い試みとして、支部ホームページの設置が決

議されました。今までは、支部活動をお知ら

せする機会としては、総会の場や「凡友」で

報告する以外に、主な伝達媒体を持ち合わせ

ていなかったのが現状です。

平成12年現在、神戸市支部では2,014名の

連絡可能会員数を抱える支部として、また、

年々増加していく新しい会員も含め、広く神

戸市支部の活動や、会員相互の意見を伝えて

いく手段として、ホームページやメールを大

いに活用していただきたいと思います。

ただ、支部費が不足しています。そういう

ことから寄付金（寄付者名はホームページ名

刺広告掲載予定）の募集を行っていますので、

ご協力のほどをよろしくお願いいたします。

寄付金振込先：さくら銀行　須磨支店　

普通口座　3688459

大阪産業大学校友会神戸支部

神戸市支部ホームページ

http://www.orbinet.ne.jp/osu-kobe/

（支部長　森本 勉）

9/2（土）ホテル神戸ハーバーランド・
ニューオータニで開催



大阪中・南河内支部

10/1（月）サンヒル柏原で開催
好天に恵まれすぎたせいか、数多くの校友

会員から「すみません、子供の運動会で…」

という欠席の連絡も入り「そうか、9月の終

わりから10月の中頃までは運動会のシーズン

やなぁ」と役員さんたちと苦笑い。「私も1週

間後はあかんもんなぁ」と1人でつぶやいて

いました。

しかし、この時期に開催したのは約1ヵ月

後に行われる、30周年記念総会の下準備の1

つとなるからでした。当日出席した人には当

然ながら、欠席の連絡をいただいた人にも

「11月5日は上六の都ホテルに来てや」と呼

びかけさせていただきました。

総会は30名弱の参加でしたが、1年ぶりの

再会ということで話もはずみ、また池田校友

会会長からも「来週の御堂筋パレードは河内

屋菊水丸の新聞詠みを中心に、こんなんする

んやでー。絶対見においでや」という記念事

業のプランの報告や、11月5日の本部総会で

のアトラクションなどの話もまじえ、楽しく

盛り上がりのうちに終わりました。

（支部長　吉内秀徳）

京都府支部

9/23（土）京都タワーホテルで開催
まず柴橋信行氏から司会兼開会の言葉が発

せられ、続いて支部長挨拶が行われました。

その後、来賓祝辞に校友会副会長の中山幸蔵

氏から30周年記念式典について報告。そして

議長選出に白藤中生氏があたり、議事進行に

入りました。

◎1号議案　活動報告

◎2号議案　会計報告、会計監事報告

◎3その他　30周年記念式典の内容報告

以上を持って閉会といたしました。

懇親会では、乾杯の挨拶に大阪市支部の美
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大阪北河内支部

9/3（日）寝屋川トレンドホテルで開催
北河内支部としては久しぶりのホテルでの

総会でしたが、たくさんの支部会員とそのご

家族にご参加をいただきました。総会では、

本部30周年記念事業の協力参加などについ

て、いろいろと検討。総会の後は立食パーティ

にて思う存分飲み食いし、楽しいひとときを

過ごしました。これからはもっと新しい支部

会員を勧誘し、1人でも多く興味を持ってく

れるような支部にしたいと考えています。こ

れからもご協力をよろしくお願いします。

（副支部長　津曲逸雄）

宮崎県支部

10/14（土）ふるさと料理「杉の子」で開催
今回で3度目となるこの総会で、①役員改

選、②支部会則の変更、③校友会創立30周年

式典、の3項目について協議することができ

ました。

来賓として池田校友会会長をはじめ、大分、

鹿児島の隣県の支部長および代議員、総勢8名

の方々をお迎えすることができました。県支

部の出席者が少ないなかで来賓者の付添いの

方々が多数加わり、アットホームな県支部総

会となったことに深く感謝申し上げます。

初回、第2回とも画竜点晴を欠く思いのまま

終わってしまったので、第3回となる今回はま

ず支部会則の変更を行い、例年継続して実行

するということが決まりましたので、大変有

意義なものになったと思います。

新たな出席者が増えることを希望とし、次

年度を楽しみにしています。

（支部長　長友壮一郎）

内照男支部長が音頭をとられ、余興には落語

家の笑福亭三喬氏が一席ご披露。その後にビ

ンゴゲームが行われ、石丸支部長から賞品が

渡されました。

第5回総会は平成13年9月15日を予定。皆

さんふるってご参加ください。いろいろな企

画を考えておきますので。

（支部長　石丸博史）

校友会本部からは池田校友会会長と吉田代

議員に、遠路はるばるお越しいただき、あり

がとうございました。支部総会では支部長の

改選があり、各世代を代表する形で若い方に

参加していただき、総会のときは会員に連絡

を取ってもらってはどうか、との発言があり、

今回の支部役員メンバーが決定しました。新

体制でどれだけできるか心配ですが、今後と

もよろしくお願いいたします。

（支部長　大久保隆教）

高知県支部

10/21（土）高知新阪急ホテルで開催
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兵庫県但馬支部

10/22（日）湯村温泉で開催
高見、福井両副会長に加え、関東支部の井

上支部長に遠方からご出席をいただき、会員

13名が参加して開催いたしました。支部総会

はメンバーが参加しやすいように、各地区を

巡回しており、今回は鳥取県境に近い湯村温

泉を会場としました。

30周年記念総会の直前でもあり、たくさん

の参加をお願いしたところ、懇親会では初め

ての方もあり、自己紹介を兼ねた近況報告な

どで大盛り上がり。短いけれど楽しい時間と

なりました。

埼玉県支部

全国の校友会会員の皆さんお元気ですか。

埼玉県支部では第6回支部総会を兼ね、東京

湾横断ルート・アクアライン（海蛍）の見学と

袖ヶ浦市郷土博物館、アクアラインなるほど

館などで近代的な土木技術（トンネル掘削技

術）を校友会会員とその家族で見学しました。

総会は毎回、校友会会員に通知を出し、参

加要請と近況報告をうかがっています。しか

しなかなか皆さんお忙しいのか、残念なこと

に参加率も増えませんが、それにもめげるこ

となく、これからも参加者が増えることに期

待してがんばることにしました。

総会では、やらなければならない議題（会計

報告・監査報告・役員改選など）が了承され、

車中の総会も終わりに近づいたころ、海蛍

（アクアラインの中間地点の人工島）に到着。

広島県支部

10/28（土）ホテルセンチュリー21で開催

関東支部

11/4（土）品川プリンスホテルで開催
第11回関東支部総会が行われた日は晴天。

会場の品川プリンスホテル39階ウエストVIP

ルームからは都内が一望でき、絶景でした。

まず親睦会は乾杯の発声で始まりました。

初めて参加していただいた方、何年かぶりに

出席いただいた方の姿があり、それぞれの業

界で活躍されているだけあって、誰も頼もし

い面々ばかり。鹿児島県支部の有馬幹事から

贈っていただいた焼酎“桜島”のお蔭でしょ

うか、会場はますます陽気になっていきまし

た。（来年もよろしく！）

盛会のなか、予定の時間があっと言う間に

10/22（日）アクアライン・袖ヶ浦公園で開催

家族単位で見学、私は海風の心地よさを身に

感じ、ひとときの余韻に浸り、家族と他の人

たちは島内の喧騒の中に消えていきました。

袖ヶ浦の海産物直売センターでは、海の幸

たっぷりの食事を堪能しました。そして午後か

らは袖ヶ浦公園内の万葉植物園・郷土博物館

などを学芸員の案内で自然に触れながら見学。

校友会会員の幸森康夫氏（S52年土木）の手が

けた、袖ヶ浦駅前の都市開発計画の進行状況に

関する説明を聞きながら帰途につきました。

また、今回の親睦と研修の旅は校友会会員

の竹本朗氏（S53土木）のご尽力でした。いろ

いろと土木の勉強をした楽しい旅でした。

これから新しく埼玉県支部へ来られる校友

の皆さま、すでに支部内に来られている皆さ

ま、ぜひ1度、支部総会に参加してみませんか。

楽しいこと受け合いです。ご家族おそろいで

お越しください。第7回支部総会は県内秩父方

面で実施する予定です。 （支部長　鈴木菊男）

次回の開催は豊岡地区を予定。初めての方

はもちろん、若いメンバーの参加も多数お待

ちしております。 （支部長　岸本隆男）

岡山県支部

10/21日（土）津山雅城閣で開催
県内の各地より多数の校友会会員の参加を

賜り、楽しく盛大のうちに開催できたことを

お礼申し上げます。

会議では本部30周年記念事業の説明、およ

び支部としての参加者の動員などについて協

議。その後の懇親会はなごやかなうちに終了

し、続いて光岡氏の案内で18名が2次会に赴

き、夜の深けるのも忘れて賑やかに過ごしま

した。

翌日は快晴のなか、久米カントリーにてゴ

ルフを行い、豪華な景品を目標に皆さんが大

健闘。特に本部よりご出席くださいました大

植、福田両先生のすばらしい（？）プレーは参

考になりました。

今回の会場はOBの安東徳明氏が経営する雅

城閣。大変お世話になりました。次回は岡山市

での開催を予定しています。今回出席できな

かった会員の皆さまも次回はぜひご出席くだ

さい。最後になりましたが、遠路はるばるご

出席くださいました本部の大植、福田両先生

に厚く御礼申し上げます。（支部長　芦田正之）



ていた藤井氏と先日大阪でお会いしたとき、

体調もよく、元気で過ごしておられた様子で

したので、それも皆さまにお伝えすることが

できました。今後会員の皆さまのご理解とご

協力をいただき、校友会がますます元気にな

るようがんばりたいです。（支部長　赤崎一弘）
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鹿児島県支部

11/11（土）鹿児島東急インで開催
12年の支部総会には、来賓として校友会本

部より池田会長と支部推進部の吉田代議員、

宮崎県支部より長友支部長の出席を賜り、支

部会員11名の出席をいただきました。

支部長の挨拶に続き、池田会長より11月4

日～5日の校友会設立30周年記念行事の経過

報告とお礼の言葉、そして新世紀の幕開けに

あたり、これからの大学と校友会との関係に

ついても力強く話をされました。議事も有馬

会計が詳細に作成した資料に基づき、活動報

告、会計報告などは全会一致ですべて承認さ

れ、役員改選も全員留任となり、21世紀に引

き継ぐこととなりました。閉会後は全員で記

念写真を撮り、早速、宮崎の長友支部長の乾

杯で懇親会へと移行。例年通り、和気あいあ

いの中で大学時代の思い出話や現況について

話がはずみ、天文館へ場所を変えて飲み直し。

帰りにはみんなでラーメンを食べ、再会を誓っ

てのお開きとなりました。昼間は、例年通り

ゴルフを計画しましたが、こちらも天気に恵

まれ、楽しい1日を過ごすことができたと思

います。

また、以前城山観光ホテルの料理長をされ

徳島県支部

11/25（土）ホテルクレメント徳島で開催
今回は10名の会員が参加し、来賓として本

部から美内、福井両副会長にご出席いただき

ました。総会はまず、豊田副支部長の開会挨拶

で始まり、続いて美内副会長の来賓挨拶。先

日都ホテルで開催した校友会30周年記念パー

ティに、徳島支部より派遣された阿波踊り連

が場を盛り上げてくれた、とお礼の言葉があ

りました。幹事一同、嬉しく思ったことは言

うまでもありません。

役員の選出は、今までの役員に加えて鶴野健

司氏にも参加していただきました。メンバー

は次の通りです。

◎支部長………筒井健一（S48短自）

◎副支部長……豊田　量（S47経営）

石川　稔（S51土木）

鉄野　豊（S58交機）

◎幹事…………平井　孝（S53経営）

鶴野健司（S53交機）

芝野　光（S55経営）

◎会計…………中島久生（S54短自）

◎会計幹事……斉藤義夫（S45交機）

総会の後の懇親会は、2年前より四国サミッ

トと銘打って、四国4県の幹事で親睦会をし

ていますが、その第3回目と同時に開催。香

川県より5名、高知県より3名のご参加をいた

だき、盛大なものとなりました。これを期に

4県の会員と役員、または会員同士の親睦を

ますます深めていこうと、全員で万歳三唱を

して閉会しました。 （支部長　筒井健一）

大学支部

1/20（土）東天紅OMM店で開催
21世紀最初の支部総会は、池田義隆校友会

会長および校友会事務局の福田泰氏の出席を

いただきました。

当日はセンター入試と重なり、出席できな

い会員もたくさんいましたが、出席者は30名

（委任状45名、会員総数96名）を数えました。

司会に高見新一氏、議長に大平和昭氏、そし

て書記に上田博之氏を選出して議事は進行。

活動報告および会計報告、ともに承認されま

した。次いで任期満了にともなう大学支部役

員の改選は、執行部案の信任投票で以下のよ

うに選出。

〈次期支部長役員〉

◎支部長…………笹本由文（S47交機）

◎副支部長………川井五作（S48交機）

才原　篤（S51機械）

森川勝吉（S50機械）

◎会計……………杉山幸三（S58交機）

吉田秀雄（S58経営）

◎幹事（再任）…高浪洋一（S39交短）

支部総会後は場面を懇親会へと移し、来賓

の天野学長、中山常務理事の挨拶の後、池田

校友会会長の乾杯で宴会はスタートしました。

校友の絆がグラスと談笑の音で深まり、宴た

けなわと盛り上がったところで椿野勝己氏の

余興の始まり。

今回はテーブル単位の対抗戦（勝利テーブ

ル全員に商品付）で、最初は「酒」の味覚に

よる高級酒当て、次なる出し物は学園の把握

度を競うもので、会場は進行とともに熱気づ

いていきました。終宴の締めは眞田卓克氏の

力強い万歳三唱、そして満足顔の記念撮影を

行い散会。

現役員は3月末を持ちまして任期満了となり

ます。この2年間の支部会員皆さまのご支援、

ありがとうございました。また、次期支部長

笹本由文氏を中心とする役員へのさらなるご

支援もよろしくお願いいたします。

（支部長　兎澤健三）

過ぎましたが、ホテルに知人のいる岡田副支

部長の電話で責任者の方が来られ、延長が即

OK！ 結局、3次会まで続き、次回の再会を約

束し散会となりました。

ただ1つの反省点は、連休の狭間であったた

め都合がつかず、参加できない方々が多数い

らしたことです。

今回もお世話いただいた幹事の皆さま（特

に秋田兄の奥様！）に感謝いたします。

（支部長　井上静也）



情報処理学会より奨励賞を受賞

12月12日（火）、電気電子工学専攻の本多正樹君に、

情報処理学会関西支部より通知があり、「平成12年度学

生奨励賞」を受賞することが決まりました。

11月25日（土）・26日に電気関係学会支部連合大会に

おいて発表した「コード進行情報を加味した機能分散型

ニューラルネットワークによる自動伴奏コード付け」研

究論文が所定の審査を受けて今回の受賞となりました。

本多君は「今回受賞できたのも、指導教員の中西教授

はじめ、先輩方の良き指導があったお陰と感謝していま

す。まさかの受賞で大変嬉しく思っています。電子応用

研究室は色々なことができる環境があるので、これから

もさらにがんばっていきます」と語っています。

授賞式は3月までに開催される情報処理学会関西支部

の行事（講演会・見学会）において行われる予定です。
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大学院（博士前期課程1年生）の本多正樹君

応用物理学会で講演奨励賞を受賞
電気電子工学専攻の米山佳孝君が2000年秋の応用物

理学会（全国大会）で講演奨励賞を受賞。この賞は1996

年に応用物理学会創立50周年を記念し設けられた賞で、

全発表件数3,400件の1％以内（33件）しか受賞できな

い、大変名誉あるものです。

受賞の通知を受けた指導教員である鈴木助教授は次の

ように感想を述べました。「講演内容に自信はありまし

たが、まさか賞をいただけるなんて、本当に驚きました。

これも米山君の努力の賜物だと思います。私も厳しい指

導をしたかいがありました。また、大産大の名前を全国に

大きく広めることができ、二重に嬉しく思います」。

大学院（博士前期課程2年生）の米山佳孝君

バスケットボール部

大学バスケットボール部（男子）の、平成12年度関西

学生バスケットボールリーグ2部Aブロック戦最終試合

が、10月22日（日）京都大学体育館で行われ、完全優

勝で3年ぶりに1部リーグに昇格。

9月9日（土）から始まった、2部Aブロックリーグ戦で

他校を圧倒し、無敗の7勝で勝ち点を稼ぎ、上位5校で

10月8日（日）～22日（日）の間に行われた順位決定リー

グ戦に。順位決定戦はリーグ戦方式で行われ、2試合目

の10月9日（月・祝）、神戸大学に85対78で2勝目を上

げ勝ち点を4とし、予選リーグの勝ち点7と合わせ11点

を獲得、2試合を残し1部昇格を決めました。

また、最優秀選手賞に崎山晃亘君（流通4年）が、優秀

選手賞に寺下太基君（交機3年）が選ばれました。

柔道部

平成12年9月15日、グリーンアリーナ神戸で「第19

回関西学生柔道体重別選手権大会」が行われ、体重別個

人戦の男子90kg以下級（58人が参加）に出場した砂原

芳徹君（経済3年）がベスト8に入り、10月7日から日本

武道館で行われる第19回正力松太郎杯全日本学生柔道

体重別選手権大会の出場権を獲得しました。

（注）66kg級の出場権はベスト6まで

☆試合結果は次の通り。
〈Aブロックリーグ戦〉
9月 9日 大産大 113－40 大阪教育大
9月10日 大産大 81－51 関西大
9月16日 大産大 83－68 大阪市立大
9月17日 大産大 105―64 大阪工業大
9月24日 大産大 69－50 大阪学院大
9月30日 大産大 103－46 摂南大
10月 1日 大産大 90－62 神戸大

〈順位決定リーグ戦〉
10月 8日 大産大 77－53 摂南大
10月 9日 大産大 85－78 神戸大
10月21日 大産大 77－60 関西大
10月22日 大産大 85－73 大阪学院大

☆上位入賞者は次の通り。
－66kg級 野口誠一君　　ベスト8
－73kg級 水舩洋二郎君　ベスト16
－90kg級 小野貴史君　　ベスト16
－90kg級 砂原芳徹君　　ベスト8
－100kg級 西家光教君　　ベスト16

少林寺拳法部

平成12年9月23日、大阪府民体育大会で「2000年

度少林寺拳法大阪府民体育大会」が行われ、単独一般三

段以上の部で近藤敬一君（経営2年）が優勝しました。

また10月15日に日本武道館で開かれた「第34回少

林寺拳法全日本学生大会」には全国から126校1,447

人が参加。男子二段の部では、藤田一真君（流通4年）・内

垣有希君（機械1年）組と近藤敬一君（経営2年）・塩見太

考君（情報1年）組が決勝進出、団体演武の部も決勝進出。

ゴルフ部

関西男子秋季3部学校対戦1位
今シーズン4部となったゴルフ部は平成12年9月28

日、29日の両日、滋賀県日野町の日野ゴルフ倶楽部で行

われ、関西男子秋季2・3部学校対抗戦に出場し、16校

中7位の成績をおさめ、3部の1位に昇格しました。

スキー競技部

全日本学生スキー選手権大会で8位
第74回全日本学生スキー選手権大会が平成13年1月

10日から17日まで新潟県赤倉スキー場で行われ、これ

に参加した中山晋治君（経営2年）は、スペシャルジャン

プ競技で8位の成績をおさめました。

大阪府民体育大会で優勝
全日本学生大会で決勝進出

空手道部

平成12年10月1日、大阪市中央体育館で「第43回全

関西大学空手道選手権大会」が開催。1部16校による団

体戦がトーナメント方式で行われ、ベスト8入り。この

結果11月23日、日本武道館で行われる全日本選手権大

会の出場権を獲得しました。

全関西大学空手道選手権大会
ベスト8進出

☆試合結果は次の通り。
1回戦　大産大　3－2 京都大
2回戦　大産大　0－5 近畿大

関西学生バスケットボールリーグ
1部昇格を決める

関西学生柔道体重別選手権大会
ベスト8進出

出場選手は次の5名でした。

國元徹治君（経営3年） 矢島亮次君（短大3年）

鵜久森俊郎君（経済2年） 笹倉知央君（経営2年）

富岡大樹君（経済2年）

昨年9月に校友会員である露口雅史君（H3土木卒）

は、出張先のアメリカ（シカゴ）で腹部の激痛により

突然倒れ、現地のノースウエスタンメモリアル病院に

緊急入院をしました。

病名は「重症膵臓壊死」といい、日本の国が定める

特定44疾患のうち最も重症とされる4疾患に含まれ、

自治体が治療費を全額補助する病気です。しかしなが

ら彼の場合、海外で発病し治療を受けたことで、すべ

ての治療費（約2千万円）は個人負担に。露口君が加

入している生命保険と海外での傷害保険で、いくらか

は家族が負担できるものの、それをはるかに上回る治

療費や付き添い家族の交通費と滞在費などを合わせる

と、何ともしがたい状況となりました。

現在、露口君は日本での治療を継続中です。校友会

員のみなさまにはこれらの事情をお察しいただき、次

の郵便貯金口座にご支援とお力添えをお願いする次第

でございます。

■ 郵便貯金口座

「露口雅史を生還させる会（代表者　門脇良尚）」

■ 記号：14120 番号：78249181

露口雅史君に支援の手を！………………… 世話人：中住直義
（H2土木卒）

左から青木孝憲助手、米山君、鈴木助教授
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「校友会設立30周年記念事業」は皆さまのご支援とご尽力によ

り成功裡に行われ、本号ではその一部を紹介させていただきました。

これらの事業をご担当いただいた実行委員会の皆さま、長い間本当

にご苦労さまでした。また、ご支援いただいたすべての方々に心か

ら感謝の意を示したいと思います。 （編集部長　高見新一）

編�集�
後�記�

スイート・カップル�

結婚しました！！

事務局長付スポーツ振興担当
●新山彰忠氏……………………………平成12年10月22日ご逝去（享年61歳）
工学部教授
●前川道郎氏……………………………平成12年11月10日ご逝去（享年69歳）
元経営学部教授
●前野源之助氏…………………………平成12年12月14日ご逝去（享年91歳）
元工学部助教授
●田辺足男氏……………………………平成13年 2月13日ご逝去（享年94歳）

■お悔やみ

田井一福氏（S55経営）…………………………… 平成11年ご逝去
近藤正樹氏（S53経営）…………………………… 平成11年5月ご逝去
中傅　晃氏（S53短自）…………………………… 平成11年8月ご逝去
大浦　進氏（H6経営） …………………………… 平成12年3月5日ご逝去
山田寛爾氏（S46経営）…………………………… 平成12年3月12日ご逝去
姫野（梶山）修氏（S47土木）……………………… 平成12年6月ご逝去
村越正晴氏（S49機械Ⅱ）………………………… 平成12年8月16日ご逝去
植田昌孝氏（S54交機）…………………………… 平成12年8月22日ご逝去
西村明生氏（S55交機）…………………………… 平成12年9月17日ご逝去
川阪雅哉氏（H8経営） …………………………… 平成13年2月7日ご逝去

● 宗野美貴子（旧姓：住友・H5経営）
［結婚式］平成12年9月30日

「社内恋愛で結婚しました。これから2
人で力を合わせてがんばっていきます」

● 柳瀬和憲（H8経営）
［結婚式］平成12年9月30日

● 宮崎幹夫（H8経営）
［結婚式］平成12年11月3日

● 松川尚史（H10院土木）
美津子（旧姓：西田・H10院土木）

［結婚式］平成12年12月10日

第11回 校友会親睦ゴルフ大会は、例年通り9月（平成12年9月6日

（水））に、前回と同じ兵庫県の中国自動車道吉川インターから5分の立

地にある「アークよかわゴルフ倶楽部」で開催されました。

今回も鳥取・岡山・京都などから過去最高の40名が参加。学園・大

学からは常連の荻野学長補佐（土木教授）、戸谷学生部長（経済教授）

ら諸先生に参加をいただきました。同じ地域に住む者同士・同期旧友ま

た仕事を通じて知り合った者同士でエントリーされるなど、ゴルフを通

じて校友の絆を深めています。

成績は別表の通

りで、優勝は初参

加の安田先生（経

営学部助教授）、こ

れで3年連続初参

加者の優勝となり

ました。常連メン

バーの“がんばり”

を望むところです。

校友会親睦ゴルフ大会

優勝は安田義郎先生（経営学部助教授）

会員データー（平成13年2月末日現在） 単位：人

●卒業生数…………

●重複卒業生数…………

●会員数……………

53,764名

780名

52,984名

●物故者数………………………………

●住所不明および不明者扱い………

●連絡可能会員数…………………

359名

6,983名

45,642名

第11回

★お知らせ★
本年も9月10日前後で

予定しております。参加

を希望される方はご連絡

ください。詳細が決まり

次第ご案内いたします。

コンペ成績表

順 位　 氏　名　　　　 グロス　　 H C Pネット

1 安田義郎 （経営学部） 84 13.2 70.8

2 中西純一 （大学庶務員） 93 21.6 71.4

3 立石史記 （S57経営） 98 26.4 71.6

4 黒厚子正和（S50短自） 103 31.2 71.8

5 杉野敬二 （S53経営） 95 22.8 72.2

6 戸谷裕之 （経済学部） 90 16.8 73.2

7 力石卓朗 （S49機械） 104 30.0 74.0

8 福田　泰 （校友会事務局） 88 13.2 74.8

9 樫村英彦 （S43経営） 94 19.2 74.8

10 藤原辰夫 （S52機械） 92 16.8 75.2

10位までの成績

中央キャンパスグランド南側
（体育館東）

本館（11号館）8階から、建設
中の16号館（70周年記念館）3
階へ移転します。

※近くにお越しの際は気軽にお立寄りください。

事務室移転の
お知らせ
校友会事務室7月下旬移転（予定）

お知らせの�
ページ�
お知らせの�
ページ�

平成13年度

平成13年11月11日（日）

ザ・リッツ・カールトン大阪
（JR大阪駅より徒歩約5分）

●平成13年3月卒業生は無料

月日

場所

校友会総会パーティ
のご案内

場所




